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小平市第二次環境基本計画、小平市地域エネルギービジョン及び 

第二次エコダイラ・オフィス計画の平成２９年度実施状況等の概要について 

 

１ 計画の概要 

(1) 計画の位置づけ                           

小平市第二次環境基本計画は、小平市環境基本条例第７条に基づき策定したものであり、基本構想に掲げる将 

来都市像の実現に向けた部門計画として、総合的・計画的に環境施策の具体的な取組を推進するための計画です。 

また、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき策定した小平市地域エネルギービジョン及び第二次エコダ 

イラ・オフィス計画は、小平市第二次環境基本計画の地球環境分野の基本目標である「地球にやさしい暮らし方

をめざすまち こだいら」を推進する個別計画として位置づけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 計画期間 

各計画の期間は、下表に示すとおりです。 

 

(3) 施策の体系 

小平市第二次環境基本計画では、５つの分野における基本目標に対し１４２の取組を進めます。 

めざす環境像【循環・調和・協働の「わ」を大切に みんなで気持ちよく暮らせるまち こだいら】 

基本目標 施策の方向 環境施策 取組数 

Ⅰ【地球環境】 

地球にやさしい暮ら

し方をめざすまち  

こだいら 

1 低炭素社会の形成 

省エネルギーの推進 6 

新エネルギーの導入促進 3 

環境に配慮した自動車利用の促進 5 

2 循環型社会の形成 
廃棄物の減量 13 

廃棄物の適正な処理の推進 4 

Ⅱ【自然環境】 

水と緑を守り自然と

調和したまち  

こだいら 

1 水辺環境の整備 用水路の保全・整備 4 

2 緑の保全・回復・創出 

緑のネットワークの形成 7 

民有地の緑化 3 

公共施設の緑化 2 

農地の保全と活用 7 

公園・緑地の整備 4 

3 生き物との共生 生き物の生息空間の保全・創出 8 

Ⅲ【都市環境】 

安全で快適な環境を

実現するまち  

こだいら 

1 安全な都市空間の整備 

道路ネットワークの整備の推進 1 

歩行者空間の整備 6 

防災対策の推進 5 

2 美しいまちの創造 
景観の保全・形成 3 

環境美化の推進 9 

3 

環境に配慮したまちづくりの推進 

都市整備における環境配慮 5 

公共交通機関の利用促進 2 

水循環の促進 4 

Ⅳ【生活環境】 

健康で安心して暮ら

せるまち  

こだいら 

1 公害対策 

都市型公害対策の推進 6 

環境中の放射性物質に関する状況把握

と適正な対処 

1 

2 生活環境の保全 生活型公害・苦情等対策の推進 5 

3 化学物質対策 化学物質対策の推進 3 

Ⅴ【参加と協働】 

みんなが環境につい

て考え、行動するま

ち こだいら 

1 環境教育・環境学習の充実 

学校における環境教育・環境学習の充

実 

4 

あらゆる主体・世代に対する環境学習

の充実 

9 

2 市民・事業者・民間団体・

市のパートナーシップの形成 

環境保全活動の推進 5 

パートナーシップの形成と連携の充実 5 

環境に関する情報の充実 環境情報の収集と提供の充実 3 
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小平市地域エネルギービジョンでは、１０の重点プロジェクトと１６のその他の取組により市全体のエネルギ

ー消費量の削減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

第二次エコダイラ・オフィス計画では、７項目に沿った取組により、市の事務事業における二酸化炭素排出量の削

減を図ります。 

①省エネルギーの推進 

具体的取組事例 

昼休み、離席時には消灯を徹底する。 

残業時は、照明の点灯は必要最小限度にする。 

トイレ・給湯室等の照明は退室時に消灯する。 

②新エネルギーの推進 

取組事例 

太陽光発電等自然エネルギーや未利用エネルギーの導入を推進する。 

コージェネレーションシステム等エネルギー高効率利用が図れる設備の導入、改修を検討する。 

③環境に配慮した公共施設の整備 

取組事例 

建設廃棄物の分別、再資源化を推進する。 

建築物の修繕や解体においては、フロンや代替フロン、アスベスト等の適正回収・処理に努める。 

森林資源の保全のため、型枠工事における新工法、新材料の採用を推進する。 

④環境に配慮した自動車の利用 

取組事例 

自転車を優先的に利用する。 

ノーカーデーを徹底する。 

公共交通機関を優先的に利用する。 

⑤廃棄物の発生抑制 

取組事例 

使用可能な備品類等は、「リユースシステム」を活用し、他課での再使用を図る。 

購入した物品の長期使用に心がける。 

不要品を廃棄する前に、他の活用方法等を検討する。 

⑥グリーン調達の推進（環境に配慮した製品の利用促進） 

取組事例 

代替手段があるかどうか検討する。 

必要なものを必要数だけ購入するよう計画する。 

常時使用しないものは、他課などから借用できないか検討する。 

⑦環境に配慮する意識の高い職員の養成 

取組事例 

環境に関する研修を実施するとともに、体系化を検討する。 

コンピュータネットワークとグループウェアを活用し、エコオフィスの取組事例や環境に関する情報等

の提供、啓発を行う。 

一斉清掃の分別立会いを通じて分別の徹底化を図る。 

 

 

 

 

めざす環境像

基本理念

基本方針

⒈　環境共生住宅の普及

⒉　省エネ診断・省エネ研修会の普及

⒊　室内の温度設定の徹底

⒋　省エネ診断及びESCO事業の導入

⒌　フィフティ・フィフティ制度の導入

⒍　市民出資型による太陽光発電システム設置の検討

⒎　市民参加による森林の整備

⒏　保存樹林などの公有地化の検討

⒐　公共施設駐車場の有料化による自動車利用抑制の検討

⒑　エコドライブの普及啓発

⒒　エコポイント制度の検討

⒓　家電製品などの省エネルギー機器の普及拡大

⒔　グリーン電力証書制度の活用

⒕　ホームページや省エネカレンダー等による情報の発信

⒖　環境配慮事業者連絡会の充実

⒗　大学との連携による普及啓発

循環・調和・協働の「わ」を大切に みんなで気持ちよく暮らせるまち　こだいら

①限りある資源を大切に使う
②緑化と調和したエネルギー

負荷の少ない都市づくり

③環境マインド・アクション

の高い人づくり（人と人とをつなぐ）

【重点プロジェクト】

①市民版環境配慮指針の普及拡大（環境家計簿の推進）

②緑のカーテンによる省エネ及び緑の創出

③公立学校給食や市民への地産地消の推進

④バイオマスの利用による発電や熱利用及び堆肥化

⑤公共施設への太陽光発電システムの導入

⑥市民・事業者に対する新エネルギー機器設置費助成

⑦市民植樹事業の普及拡大

⑧ノーカーデーの実施

⑨低公害車・低燃費車への買い替え

⑩環境学習（講座、講演会等）の充実

【その他の取組】

緑の豊かさを基調としながら、次世代の子どもたちへつなぐ低炭素社会づくり
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２ 平成２９年度実施状況の概要 

(1) 小平市第二次環境基本計画の実施状況（資料 1-② P3～6）                              

重点施策１ 「太陽光発電設備などの新エネルギー機器設置費用の助成の継続」 環境政策課 

■取組内容 

太陽光発電設備、家庭用燃料電池（エネファーム）設置者に対し、設置費用の一部を助成しました。 

■新エネルギー機器設置費用の助成実績 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

太陽光発電システム 99 件 102 件 67 件 

エネファーム 126 件 180 件 181 件 

合計 225 件 282 件 248 件 

■数値目標 

内容 目標年度 目標数値 平成 29 年度実績 達成率 

市民・事業者への太陽光発電システム 
機器設置費用の助成件数 

平成 33 年度 累計 2,000 件 累計 1,165 件 58.3％ 

■今後の方向性 

引き続き、市民・事業者に対して、太陽光発電システム及びエネファームを設置する際の費用の一部を助成す

ることによりその設置を推進し、家庭部門・業務部門でのエネルギー消費量の削減を図ります。 

重点施策２  「自転車専用レーンの設置及び拡大の検討」 交通対策課 

■取組内容 

あかしあ通りの小平駅南口交差点から仲町交差点までの自転車走行空間（延長 591.3 メートル、幅 1.5 メート

ル）の延伸について、関係機関との協議を検討中です。自転車ナビマークの整備については、交通管理者と連携

しながら整備を進めました。 

■自転車ナビマーク整備距離（総延長） 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

1,300ｍ（9,830ｍ） 19,370ｍ（29,200ｍ） 8,000ｍ（37,200ｍ） 

■今後の方向性 

自転車専用レーンについては、様々な課題から実施が困難な状況ですが、これに代わるものとして、自転車ナ

ビマークの整備の推進などにより、自転車利用を促進し、自動車による二酸化炭素排出量を削減します。 

重点施策３ 「環境家計簿の普及を図るなど、家庭における省エネルギーの取組を促進」 環境政策課 

■取組内容 

平成 29 年 3 月に配信を開始したアプリ版環境家計簿について、市報の一面に掲載したほか、市ホームページ

や各種イベントで周知し、普及に努めました。 

■環境家計簿参加者実績 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

個人世帯 695 世帯 1,069 世帯 1,527 世帯 

事業所 6 事業所  8 事業所  9 事業所 

合計 701 件 1,077 件 1,536 件 

■数値目標 

内容 目標年度 目標数値 平成 29 年度実績 達成率 

環境家計簿の利用件数 平成 33 年度 1,000 件/年 1,536 件/年 153.6％ 

■今後の方向性 

各種イベントや市報、市ホームページ等により、環境家計簿の普及啓発に努め、様々な世代による参加者の拡

大を図ります。環境家計簿の活用によって自らのライフスタイル、ビジネススタイルを再点検し、家庭生活及び

事業活動に伴って生じる二酸化炭素排出量の削減につなげます。 

 

 

 

重点施策４  「市民ボランティアによる花いっぱい運動の推進」 水と緑と公園課 

■取組内容 

市内における花いっぱい運動のさらなる普及と、市民の緑化意識の向上を図るとともに、市民が主体となった

“緑豊かなまちづくり”を推進することを目的として「こだいら花いっぱいプロジェクト」を実施しました。小

平駅前、公園及び用水路の親水エリアの緑化を行い、市民ボランティアによる花いっぱい運動を進めました。 

■こだいら花いっぱいプロジェクト活動実績 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

活動回数 8 回 9 回 10 回 

参加者数 299 名 336 名 340 名 

植栽数 13,360 苗 13,380 苗 13,400 苗 

■今後の方向性 

 市民、企業、団体との協力関係を維持し、「こだいら 花いっぱい プロジェクト」を継続することで、市民

一人ひとりの緑化意識の向上を図ります。 

重点施策５  「小平グリーンロードを南北に繋ぐ新たなみどりの骨格づくり」 
水と緑と公園課 

道路課 

■取組内容 

あかしあ通りグリーンロード化基本計画に基づき、小平駅南口ロータリー植栽部の花苗の植替えを 2回（春、

秋）行いました。また、あかしあ通りに植栽されているニセアカシアのうち、老朽化が著しいものや根上がりの

原因となっているもの 5本について、試験的に陽光桜に植え替えました。 

■今後の方向性 

引き続き、小平駅南口ロータリー植栽部の花苗の植替えを行うとともに、あかしあ通りの街路樹に関する基本

的な考え方に基づき、街路樹の検討及び整備を推進し、みどりの創出に努めます。 

重点施策６  「動植物の生態調査の実施」 水と緑と公園課 

■取組内容 

 市民ボランティアの雑木林調査隊 18 名及び学識経験者の森のカルテづくりアドバイザー2 名により、小川町

一丁目の市有樹林で植物や昆虫等の調査を 4回実施し、その結果を市ホームページに掲載しました。また、市民

が自宅の庭先やマンションのベランダなどで、生きものたちの新たな生息空間としてのビオトープを創出できる

よう、公募市民等へ小鳥などが好む苗木を配布し、観察モニターとして報告してもらいました。 

■身近なビオトープづくり参加実績 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

苗配布数 236 株 177 株 92 株 

観察モニター報告数 31 件 27 件 8 件 

■今後の方向性 

 これまで進めてきた「森のカルテづくり」や「身近なビオトープづくり」の他、市内の緑地や用水路などでの

生き物調査にも取り組み、動植物の生態調査を充実させます。これらの取組を今後の生物多様性の取組を進めて

いくための基礎資料とします。 

 

 

※小平市地域エネルギービジョン

中間見直し進捗状況報告（平成 28

年度実績）（資料 1-③ P10 今後の

方向性等）参照 
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(2) 小平市地域エネルギービジョンの進捗状況 

①市のエネルギー消費量の推移（資料 1-③ P2） 

 最新の集計結果である平成２７年度の市のエネルギー消費量は６，３２２テラジュールで、基準年度である平

成１７年度と比較して２７．６％減尐し、最終年度（平成３２年度）の目標を達成することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②重点プロジェクトの評価（資料 1-③ P4） 

 予定より進んでいるプロジェクト（＝Ａ）は４つ、予定通り進んでいるプロジェクト（＝Ｂ）は４つ、予定よ

り遅れているプロジェクト（＝Ｃ）は２つと評価しました。 

プロジェクト名 成果指標 Ｈ29目標値 Ｈ29 実績値 
実績/目

標 
評価 

①市民版環境配慮指針の普及

拡大 

WEB・アプリ版環境家計簿の参

加世帯（事業所）数 
685 件 1,536 件 224.2％ Ａ 

②緑のカーテンによる省エネ

及び緑の創出 

公共施設における緑のカーテ

ン設置数 
60 施設 77 施設 128.3％ Ａ 

③公立学校給食や市民への地

産地消の推進 

小学校給食における地場産農

産物の納入率 
23.6％ 29.0％ 122.9％ Ａ 

④バイオマスの利用による発

電や熱利用及び堆肥化 

食物資源循環事業における参

加世帯数 
1,000 世帯 950 世帯 95.0％ Ｂ 

⑤公共施設への太陽光発電シ

ステムの導入 

公共施設への太陽光発電シス

テム設置数 
36 施設 36 施設 100.0％ Ｂ 

⑥市民・事業者に対する新エ

ネルギー機器設置費助成 

市民・事業者への太陽光発電シ

ステム助成件数 
1,371 件 1,165 件 85.0％ Ｃ 

⑦市民植樹事業の普及拡大 苗木の配布数 1,100 本 1,100 本 100.0％ Ｂ 

⑧ノーカーデーの実施 

冬期自動車使用抑制期間中の

ノーカーデーにおける庁用車

使用回数 

 
616 回 
(以下) 

682 回 110.7％ Ｃ 

⑨低公害車・低燃費車への買

い替え 

庁用車の低公害車・低燃費車の

導入率 
86.5％ 85.0％ 98.3％ Ｂ 

⑩環境学習（講座、講演会等）

の充実 

環境学習（講座、講演会等）の

参加者数 
1,100 名 1,465 名 133.2％ Ａ 

 

(3) 第二次エコダイラ・オフィス計画の実施状況 

 ①施設ごとの二酸化炭素削減状況（資料 1-④ P2） 

  市の施設における二酸化炭素排出量の平成２９年度実績は７５６万１千１５４キログラムＣＯ2で、基準年度

である平成１７年度と比較して８．１％減尐しました。 

施設名称等 
平成１７年度 

（基準年度） 

平成２９年度 

実績 
削減量（２９－１７） 

平成３２年度 

（最終目標） 

庁舎 690,510 525,070 △ 165,440 

基準年度比 

－25％ 

地域センター 338,183 288,857 △ 49,326 

小平元気村おがわ東 76,319 85,288  8,969 

市民文化会館 960,089 775,864 △ 184,225 

保育園 317,623 322,912  5,289 

健康福祉事務センター 56,736 52,307 △ 4,429 

福祉会館 187,186 240,628  53,442 

健康センター 89,445 88,130 △ 1,315 

公共下水道管理センター 92,522 45,117 △ 47,405 

小学校 2,133,280 2,074,295 △ 58,985 

中学校 610,419 727,536  117,117 

学校給食センター 385,465 450,990  65,525 

市民総合体育館 595,834 496,883 △ 98,951 

公民館 295,123 224,286 △ 70,837 

図書館 600,837 516,628 △ 84,209 

その他施設※ 609,788 571,629 △ 38,159 

庁用車 
ガソリン 64,614 66,252 △ 112,300 

軽 油 10,507 11,637 △ 536 

合 計 8,227,316 7,561,541 △ 665,775 

 

 ②二酸化炭素排出量の推移（資料 1-④ P8） 

  計画期間である平成２２年度以降、平成２３年度には最大の減尐率となった後、横ばい傾向で推移していまし

たが、平成２９年度は前年度に続き、二酸化炭素排出量が増加しました。 

 二酸化炭素 

排出量（kg-CO2） 

対基準年度比 

増減率 

対前年度比 

増減率 

平成 17 年度(基準年度)  8,227,316 － － 

平成 32 年度(最終目標) 6,161,756 － － 

平成 22 年度 8,200,654 ▲0.3％ － 

平成 23 年度 7,077,935 ▲14.0％ ▲13.7％ 

平成 24 年度 7,176,155 ▲12.8％ 1.4％ 

平成 25 年度 7,319,114 ▲11.0％ 2.0％ 

平成 26 年度 7,191,846 ▲12.6％ ▲1.7％ 

平成 27 年度 7,159,251 ▲13.0％ ▲0.4％ 

平成 28 年度 7,410,221 ▲9.9％ 3.5％ 

平成 29 年度 7,561,541 ▲8.1％ 2.0％ 

 

地域エネルギービジョン
最終年度（平成 32 年度）
の目標値 


